
23

日
本
は
災
害
列
島
。
台
風
の
通
り
道
で
火
山

も
多
い
。
４
つ
の
陸
と
海
の
プ
レ
ー
ト
が
重
な

り
合
う
世
界
有
数
の
地
震
地
帯
。
こ
れ
ま
で
も
、

大
地
震
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
危
惧

さ
れ
る
の
は
首
都
直
下
型
地
震
。
30
年
以
内
に

70
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
が

特
別
な
の
は
国
の
中
枢
を
直
撃
す
る
点
だ
。

そ
も
そ
も
、
巨
大
地
震
の
リ
ス
ク
が
高
い
地

域
に
、
立
法
・
行
政
・
司
法
の
中
枢
機
能
や
大

企
業
が
集
積
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
危
機
管
理

の
基
本
か
ら
す
れ
ば
異
常
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
東
京
一
極
集
中
の
是
正
が
叫
ば
れ
た
。
だ

が
〝
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
〞。
収
束
す

る
に
つ
れ
そ
の
声
は
小
さ
く
な
っ
た
。

か
つ
て
、
首
都
機
能
移
転
の
議
論
が
活
発
に

行
わ
れ
た
。
１
９
９
２
年
、
国
会
等
移
転
法
が

制
定
。
東
京
か
ら
60
〜
３
０
０
㎞
圏
が
前
提
。

災
害
か
ら
の
安
全
性
や
土
地
の
円
滑
な
取
得
が

重
視
さ
れ
た
。
都
市
機
能
が
麻ま

痺ひ

し
た
阪
神
淡

路
大
震
災
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
も
あ
り
、
さ

ら
に
議
論
は
盛
り
上
が
っ
た
。
多
く
の
候
補
地

か
ら
「
栃
木
・
福
島
地
域
（
那
須
・
白
河
）」

と
「
岐
阜
・
愛
知
地
域
」
に
絞
ら
れ
た
。

だ
が
石い

し

原は
ら

都
知
事
の
反
対
、
不
景
気
の
時
に

12
兆
円
を
投
ず
る
こ
と
へ
の
疑
問
。
そ
し
て
小こ

泉い
ず
み

首
相
の
凍
結
宣
言
に
よ
り
お
蔵
入
り
と
な
っ

た
。
将
来
の
危
機
に
備
え
、
大
胆
な
事
前
復
興

を
描
く
平
成
の
〝
後
藤
新
平
〞
は
い
な
か
っ
た
。

だ
が
歳
月
は
人
を
待
た
な
い
。
迫
り
く
る
災
害

に
ど
う
対
処
す
る
か
、
覚
悟
が
問
わ
れ
て
い
る
。

上
京
の
た
び
東
京
の
変
貌
に
驚
く
。
湾
岸
地

に
は
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し
、
丸
の
内

や
日
本
橋
界か

い

隈わ
い

に
は
超
高
層
ビ
ル
が
建
つ
。
だ

が
不
安
も
拭
え
な
い
。
大
地
震
に
襲
わ
れ
た

ら
？
耐
震
性
を
備
え
た
ビ
ル
の
倒
壊
は
な
い
と

し
て
も
、
液
状
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
電
気
や

水
が
止
ま
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
閉
じ
込
め
ら

れ
る
。
水
や
食
料
を
抱
え
て
階
段
を
昇
る
…
。

今
年
は
関
東
大
震
災
か
ら
百
年
。
カ
ラ
ー
映

像
を
見
る
と
愕が

く

然ぜ
ん

と
す
る
。
丸
の
内
の
路
面
の

深
い
亀
裂
。
本
邦
一
の
高
さ
を
誇
っ
た
12
階
建

て
の
浅あ

さ

草く
さ

凌り
ょ
う

雲う
ん

閣か
く

は
、
８
階
で
ポ
ッ
キ
リ
折
れ

て
い
る
。
火
の
手
が
迫
り
、
大
八
車
に
家
具
を

積
み
逃
げ
る
。
死
者
10
万
５
千
人
。
そ
の
９
割

は
火
災
が
原
因
。
昼
時
に
発
生
し
、
炊
事
の
火

が
強
風
に
煽あ

お

ら
れ
て
燃
え
広
が
っ
た
。

木
造
住
宅
の
密
集
す
る
下
町
が
最
大
の
被
災

地
と
な
っ
た
。
広
い
旧
陸
軍
省
被
服
本ほ

ん

廠し
ょ
う

跡

に
３
万
８
千
人
が
逃
げ
込
む
。
安
心
も
束
の
間
、

竜
巻
の
よ
う
な
火
災
旋
風
で
地
獄
絵
図
と
な
っ

た
。
復
興
は
敏
腕
政
治
家
の
後ご

藤と
う

新し
ん

平ぺ
い

が
担
っ

た
。
東
京
市
長
の
頃
ま
と
め
て
い
た
復
興
構
想

を
基
に
、
区
画
整
理
を
行
い
道
路
や
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

・
公

園
を
整
備
し
た
。
事
業
が
迅
速
に
進
ん
だ
背
景

に
は
こ
の
「
事
前
復
興
」
計
画
が
あ
っ
た
。

関
東
大
震
災
に
は
負
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
非

常
事
態
で
は
、
確
証
の
な
い
噂
話
や
、
根
拠
の

な
い
扇
動
的
な
宣
伝
が
飛
び
交
う
。
こ
れ
を
信

じ
デ
マ
や
誤
情
報
を
拡
散
さ
せ
る
。〝
朝
鮮
人
が

井
戸
に
毒
を
ま
い
た
〞
と
の
流
言
が
広
が
る
。

殺
気
立
っ
た
各
町
内
の
自
警
団
は
朝
鮮
人
を
虐

殺
し
た
。
軍
や
警
察
の
一
部
も
加
担
し
た
。
被

害
者
は
死
者
全
体
の
１
％
以
上
に
上
る
。

日
頃
、
彼
ら
を
虐
げ
て
き
た
こ
と
へ
の
潜
在

的
な
恐
怖
感
が
、
流
言
を
生
み
殺さ

つ

戮り
く

に
つ
な

が
っ
た
。
狂
気
の
刃
は
日
本
人
に
も
向
か
っ
た
。

千
葉
県
福ふ

く

田だ

村
（
野の

田だ

市
）
で
は
、
香
川
県
の

行
商
人
一
行
を
自
警
団
が
取
り
囲
む
。
行
商
団

の
話
す
讃さ

ぬ

岐き

弁
が
理
解
で
き
ず
「
朝
鮮
人
で
は

な
い
か
」
と
凶
器
を
振
る
う
。
幼
児
や
妊
婦
を

含
む
９
人
が
殺
さ
れ
た
。
普
段
は
人
の
い
い
お

じ
さ
ん
た
ち
が
、
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
命
を
奪
う
。

今
はSN

S

が
主
流
の
時
代
。
デ
マ
も
一
気
に

拡
散
す
る
。
東
日
本
大
震
災
や
コ
ロ
ナ
禍
で
も

流
言
や
中
傷
が
飛
び
交
っ
た
。
ま
た
人
工
知
能

で
偽
画
像
も
簡
単
に
作
れ
る
。
今
後
は
さ
ら
に

巧
妙
で
悪
質
な
デ
マ
が
流
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ

に
は
真
実
の
皮
を
か
ぶ
っ
た
大
き
な
嘘
や
、
社

会
を
攪か

く

乱ら
ん

さ
せ
る
悪
意
が
潜
ん
で
い
る
。

ま
ず
は
一
旦
立
ち
止
ま
り
、
冷
静
に
真
偽
を

判
断
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
れ
に
は
、
錯さ

く

綜そ
う

す
る
情
報
の
中
か
ら
コ
ト
の
本
質
を
見
抜
く
力

が
求
め
ら
れ
る
。
堅
固
な
ビ
ル
に
広
い
街
路
、

容
易
に
入
手
で
き
る
情
報
…
。
だ
が
文
明
の
進

歩
は
、
防
災
の
強
化
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
関
東
大
震
災
に
学
ぶ
」

市長の手控え帖
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